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概要・基本設定

概要・基本設定

スパニングツリープロトコル（STP）は、スイッチ（ブリッジ）ネットワークにおいて、冗長経路（複数経

路）の設定を可能とし、ネットワークの耐障害性を高めるプロトコルです。

ネットワーク上に複数の経路を設定し、障害発生時に迂回路を使えるようにすることは自然な発想ですが、

Ethernetではループ状の経路がブロードキャストストームによるネットワーク停止を招くため、そのままで

は複数経路の設定自体ができません。

スパニングツリープロトコルを使用すると、ブリッジ同士がメッセージを交換し合うことにより、すべてのブ

リッジを含むツリー状の論理経路（スパニングツリー）が自立的に構築されます。物理的にループが存在し

ても、ツリーを構成しないポートは自動的にブロックされるため、パケットがループすることはありません。

また、障害が発生して一部の経路が不通になったときは、ツリーの再計算が行われ、自動的に新しい経路に

切り替わる冗長機能も備えています。

✎ スパニングツリープロトコルとポートセキュリティー、RRP Snooping、IGMP Snooping、MLD Snoopingは
併用できません。

✎ 本製品では、ポート単位でスパニングツリープロトコルの有効/無効を変更することはできません。ブリッジ
MIBの dot1dStpPort Table内の dot1dStpPortEnableを変更しても設定は変更されません。

基本設定

本製品は、スパニングツリープロトコル（STP。STP Compatible Modeで動作）、ラピッドスパニングツ

リープロトコル（Rapid STP。IEEE802.1w準拠）およびマルチプルスパニングツリープロトコル（Multiple

STP。IEEE802.1s準拠）をサポートしています。どちらのプロトコルを使用するかを決定してから、それ

ぞれのプロトコルに関する基本設定を行います。（デフォルトは、ラピッドスパニングツリープロトコルが

起動。）

スパニングツリープロトコルの基本設定

本製品で、スパニングツリープロトコルを使用するための基本設定について説明します。

1. スパニングツリープロトコルを起動します。

ACTIVATE STP ↵

✎ ACTIVATE STPコマンド（22ページ）を実行しないと、スパニングツリープロトコルに関するコマンド
を実行できません。

2. スパニングツリープロトコルを有効にします。

ENABLE STP ↵

3. スパニングツリープロトコルに関する設定を確認します。

SHOW STP ↵
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概要・基本設定

■スパニングツリープロトコルを無効にするには、DISABLE STPコマンド（29ページ）を使います。

DISABLE STP ↵

■スパニングツリーのポート情報を確認するには、SHOW STP PORTコマンド（65ページ）を使います。

SHOW STP PORT ↵
SHOW STP PORT=1 ↵

ラピッドスパニングツリープロトコルの基本設定

本製品で、ラピッドスパニングツリープロトコルを使用するための基本設定について説明します。

1. ラピッドスパニングツリープロトコルを起動します。

ACTIVATE RSTP ↵

✎ ACTIVATE RSTPコマンド（21ページ）を実行しないと、ラピッドスパニングツリープロトコルに関す
るコマンドを実行できません。

2. ラピッドスパニングツリープロトコルを有効にします。

ENABLE RSTP ↵

3. ラピッドスパニングツリープロトコルに関する設定を確認します。

SHOW RSTP ↵

■ラピッドスパニングツリープロトコルを無効にするには、DISABLE RSTPコマンド（28ページ）を使い

ます。

DISABLE RSTP ↵

■ラピッドスパニングツリーのポート情報を確認するには、SHOW RSTPコマンド（59ページ）を使います。

ポートの設定を表示するには、PORTCONFIGを指定します。ポートの状態を表示するには、PORTSTATE

を指定します。

SHOW RSTP ↵
SHOW RSTP PORTCONFIG ↵
SHOW RSTP PORTSTATE ↵

パラメーターの設定変更

スパニングツリープロトコルまたはラピッドスパニングツリープロトコルの詳細な設定について解説します。
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概要・基本設定

スパニングツリープロトコルの設定

■ STPドメインのスパニングツリーパラメーター（各種タイマーとブリッジプライオリティー）を変更する

には、SET STPコマンド（49ページ）を使います。変更できるパラメーターは次のとおりです。

パラメーター 説明

FORWARDDELAY ルートブリッジのポートがフォワーディング状態に遷移するまでの時間を調整

するためのパラメーター。ルートブリッジ内のポートがリスニングからラーニ

ング、ラーニングからフォワーディング状態に遷移するまでの時間（秒）を示

す。有効範囲は 4～30秒。デフォルトは 15秒。

HELLOTIME ハロータイム。ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data Unit）を送信

する間隔（秒）。有効範囲は 1～10秒。デフォルトは 2秒。

MAXAGE 最大エージタイム。ルートブリッジから BPDUが届かなくなったことを認識す

るまでの時間（秒）。この時間内に BPDUを受信できなかった場合、STPD内の

各ブリッジはスパニングツリーの再構成を開始する。2×（HELLOTIME + 1）

以上、かつ、2×（FORWARDDELAY - 1）以下でなくてはならない。有効範

囲は 6～40秒。デフォルトは 20秒。

PRIORITY ブリッジプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートブリッジになる可

能性が高くなる。設定できる値の範囲は、0～15。実際に使用される値は、設定

値× 4096で、本製品でのブリッジプライオリティーの範囲は 0～61440。設定で

きる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。デフォルトは 8（32768）。

表 1:

設定値 ブリッジプライオリティーの値

0 0

1 4096

2 8192

3 12288

4 16384

5 20480

6 24576

7 28672

8 32768

9 36864

10 40960

11 45056

12 49152

13 53248

14 57344
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概要・基本設定

15 61440

表 2: PRIORITYの設定値とブリッジプライオリティーの対応

■ STPドメインのスパニングツリーパラメーターをデフォルト値に戻したいときは、SET STPコマンド（49

ページ）のDEFAULTオプションを使います。

SET STP DEFAULT ↵

■スイッチポートのスパニングツリーパラメーターを変更するには、SET STP PORTコマンド（51ページ）

を使います。変更できるパラメーターは次のとおりです。

パラメーター 説明

PATHCOST/PORTCOST パスコスト。該当ポートを通過する際のコストを示すもので、一般的には

ポートの通信速度に応じて設定する。有効範囲は 1～65535。デフォルト

は AUTO（Auto-Detect。該当ポートの通信速度に従い、自動的に値を

設定）。通信速度ごとのデフォルト値と推奨範囲は別表を参照のこと。

PORTPRIORITY ポートプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートポートになる

可能性が高くなる。設定できる値の範囲は 0～15。実際に使用する値は、

設定値× 16で、本製品でのポートプライオリティーの範囲は 0～240。設

定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。デフォルトは 8

（128）。

表 3:

通信速度 推奨範囲 デフォルト値

10Mbps 50～600 100

100Mbps 10～60 10

1000Mbps 3～10 4

表 4: パスコストの推奨範囲とデフォルト値

設定値 ポートプライオリティーの値

0 0

1 16

2 32

3 48

4 64

5 80

6 96

7 112

8 128
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概要・基本設定

9 144

10 160

11 176

12 192

13 208

14 224

15 240

表 5: PRIORITYの設定値とポートプライオリティーの対応

■スパニングツリープロトコルの設定をすべて消去するには、PURGE STPコマンド（35ページ）を使い

ます。パラメーターはすべてデフォルトに戻ります。

PURGE STP ↵

✎ ランタイムメモリー上にあるスパニングツリープロトコル関連の設定がすべて削除されるため、運用中のシステ

ムで本コマンドを実行するときは十分に注意してください。

ラピッドスパニングツリープロトコルの設定

■ Rapid STPドメインのスパニングツリーパラメーター（各種タイマーとブリッジプライオリティー）を

変更するには、SET RSTPコマンド（45ページ）を使います。変更できるパラメーターは次のとおりです。

パラメーター 説明

FORWARDDELAY ルートブリッジのポートがフォワーディング状態に遷移するまでの

時間を調整するためのパラメーター。ルートブリッジ内のポートが

ディスカーディングからラーニング、ラーニングからフォワーディ

ング状態に遷移するまでの最大時間（秒）を示す。有効範囲は 4～30

秒。デフォルトは 15秒。

HELLOTIME ハロータイム。ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data

Unit）を送信する間隔（秒）。有効範囲は 1～10秒。デフォルトは 2

秒。

MAXAGE 最大エージタイム。ルートブリッジからBPDUが届かなくなったこと

を認識するまでの時間（秒）。この時間内に BPDUを受信できなかっ

た場合、STPD内の各ブリッジはスパニングツリーの再構成を開始す

る。2×（HELLOTIME + 1）以上、かつ、2×（FORWARDDELAY

- 1）以下でなくてはならない。有効範囲は 6～40秒。デフォルトは

20秒。
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概要・基本設定

PRIORITY ブリッジプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートブリッ

ジになる可能性が高くなる。設定できる値の範囲は、0～15。実際に

使用される値は、設定値× 4096で、本製品でのブリッジプライオリ

ティーの範囲は 0～61440。設定できる値とプライオリティー値の対

応は下記の表参照。デフォルトは 8（32768）。

RSTPTYPE/FORCEVERSION Rapid STPの動作モード。NORMALRSTP（RSTP BPDUを使う）、

STPCOMPATIBLE/FORCESTPCOMPATIBLE（RSTPの設定を使

用するが、STP BPDUを使う）から選択する。デフォルトは、NOR-

MALRSTP。

表 6:

設定値 ブリッジプライオリティーの値

0 0

1 4096

2 8192

3 12288

4 16384

5 20480

6 24576

7 28672

8 32768

9 36864

10 40960

11 45056

12 49152

13 53248

14 57344

15 61440

表 7: PRIORITYの設定値とブリッジプライオリティーの対応

■ Rapid STPドメインのスパニングツリーパラメーターをデフォルト値に戻したいときは、SET RSTPコ

マンド（45ページ）のDEFAULTオプションを使います。

SET RSTP DEFAULT ↵

■ スイッチポートのラピッドスパニングツリーパラメーターを変更するには、SET RSTP PORTコマンド

（47ページ）を使います。変更できるパラメーターは次のとおりです。
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概要・基本設定

パラメーター 説明

PATHCOST/PORTCOST パスコスト。該当ポートを通過する際のコストを示すもので、一般的に

はポートの通信速度に応じて設定する。有効範囲は、1～200000000。デ

フォルトは AUTO（Auto-Detect。該当ポートの通信速度に従い、自動

的に値を設定）。通信速度ごとのデフォルト値と推奨範囲は別表を参照の

こと。

PORTPRIORITY ポートプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートポートになる

可能性が高くなる。設定できる値の範囲は 0～15。実際に使用する値は、

設定値× 16で、本製品でのポートプライオリティーの範囲は 0～240。設

定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。デフォルトは 8

（128）。

EDGEPORT 該当ポートがエッジポートかどうかを指定する。エッジポートとは、他の

ブリッジが存在しない末端（エッジ）の LANに接続されているポートの

こと。デフォルトはNO。

PTP/POINTTOPOINT 該当ポートが他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかど

うかを指定する。AUTOUPDATEを指定した場合は、本製品が自動判別

する。デフォルトはAUTOUPDATE。

MIGRATIONCHECK 該当ポートで STP BPDUを受信した場合に、RAPIDモードから STAN-

DARDモードに変更するためのチェック。YESを指定するとチェックを

行う。デフォルトは YES。

表 8:

通信速度 推奨範囲 デフォルト値

10Mbps 200000～2000000 2000000

100Mbps 20000～200000 200000

1000Mbps 2000～20000 20000

表 9: パスコストの推奨範囲とデフォルト値

設定値 ポートプライオリティーの値

0 0

1 16

2 32

3 48

4 64

5 80

6 96

7 112

8 128

9 144
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概要・基本設定

10 160

11 176

12 192

13 208

14 224

15 240

表 10: PRIORITYの設定値とポートプライオリティーの対応

■スパニングツリープロトコルの設定をすべて消去するには、PURGE RSTPコマンド（34ページ）を使い

ます。パラメーターはすべてデフォルトに戻ります。

PURGE RSTP ↵

✎ ランタイムメモリー上にあるラピッドスパニングツリープロトコル関連の設定がすべて削除されるため、運用中

のシステムで本コマンドを実行するときは十分に注意してください。

✎ ラピッドスパニングツリープロトコルを有効にし、トランクグループに所属したポートがリンクアップすると、

そのポートの通信速度の設定に関係なく、ポートプライオリティーが 64、パスコストが 2000に設定されます。

10 CentreCOM 9424T コマンドリファレンス 2.11
613-001210 Rev.F

スパニングツリープロトコル



Multiple STP

Multiple STP

マルチプルスパニングツリープロトコル（MSTP）は、複数のVLANをまとめたMSTインスタンスごとに

スパニングツリーを作成して管理します。VLANごとに 1つのツリーを作成するのに比べて、VLAN数の

増加による CPUやネットワークの負荷の増加を抑えることができます。

またネットワーク構成を、MSTリージョンと呼ばれる、複数の装置のまとまりとして分割して設計すること

ができます。

✎ 本製品のマルチプルスパニングツリープロトコルは、IEEE802.1s Standardに準拠しております。IEEE802.1s
ドラフトバージョンに準拠した装置とは接続できません。

✎ マルチプルスパニングツリープロトコルと RRP Snooping、ポートトランキングは併用できません。

MSTインスタンス

マルチプルスパニングツリープロトコルでは、複数の VLANをまとめたものをMSTインスタンスと呼び、

MSTインスタンスごとにスパニングツリーが作成されます。
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スイッチB

VLAN A (10)
VLAN B (20) VLAN C (30)

スイッチA

VLAN A (10) VLAN B (20) VLAN C (30)

MSTインスタンス1 MSTインスタンス2

本製品のMSTインスタンスの仕様は、次のとおりです。

• 最大 15個のMSTインスタンスを作成可能（デフォルトで、ID=0のMSTインスタンスが作成され

ている）

• 1つのMSTインスタンスに対応づける VLAN数に制限なし

• 1つの VLANは、1つのMSTインスタンスにのみ対応づけが可能

✎ MSTインスタンスに割り当てられていない VLANのポートから送出される BPDUには、MSTインスタンスの
情報が追加されていません。

MSTリージョン

マルチプルスパニングツリープロトコルでは、ネットワーク内の複数の装置を 1つにまとめてMSTリージョ

ンとして扱うことができます。これにより、MSTリージョン内のトポロジーチェンジはネットワーク全体

に影響を与えることがなくなります。
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本製品のMSTリージョンの仕様は、次のとおりです。

• 同一のMSTリージョンに所属する装置では、MSTリージョン名、MSTリージョンのレビジョン、

MSTインスタンスと VLANの対応付けの設定を同じにする

• 1つのMSTリージョンに所属する装置の数に制限なし

• 一台の装置は、1つのMSTリージョンにのみ所属が可能

MSTインスタンスは、1つのMSTリージョン内で、独立したスパニングツリーとして機能します。

MSTインスタンスのルートブリッジはリージョナルルート（regional root）と呼ばれ、MSTインスタンス

のプライオリティーとMACアドレスによって決定されます。

マルチプルスパニングツリーが有効になっている装置では、その装置のMSTリージョンの設定とは異なる

設定を含むMSTP BPDUを受信すると、そのポートがMSTリージョンの境界に位置するものと認識しま

す。また、スパニングツリープロトコル（STP）やラピッドスパニングツリープロトコル（RSTP）が有効に

なっている装置も、別のMSTリージョンとして認識されます。

CIST

マルチプルスパニングツリープロトコルでは、デフォルトで、ID=0のMSTインスタンスが作成されていま

す。これは CISTと呼ばれ、MSTリージョン間をつなぎ、MSTリージョンを 1つの装置としたネットワー

ク全体のスパニングツリーを作成するのに使用されます。

作成した VLANは、デフォルトでは、すべて CISTに対応づけられています。デフォルト VLANも CIST

に対応づけられています。

✎ マルチプルスパニングツリープロトコル（MSTP）は、スパニングツリープロトコル（STP）およびラピッドス
パニングツリープロトコル（RSTP）と互換性があります。マルチプルスパニングツリーが有効な装置のポート
で、STP BPDUを受信した場合は、STP BPDUを送信します。RSTP BPDUを受信した場合は、ラピッドスパ
ニングツリープロトコルでは、MSTP BPDUを処理することができるため、MSTP BPDUを送信します。

✎ Multiple STP使用時に CISTとMSTIのルートブリッジを別々のスイッチにした場合、MSTIのルートブリッジ
から送出される BPDUの Remaining Hopsの値が 1減算されて送信されます。

基本設定

本製品は、スパニングツリープロトコル（STP。STP Compatible Modeで動作）、ラピッドスパニングツ

リープロトコル（Rapid STP。IEEE802.1w準拠）およびマルチプルスパニングツリープロトコル（Multiple

STP。IEEE802.1s準拠）をサポートしています。どちらのプロトコルを使用するかを決定してから、それ

ぞれのプロトコルに関する基本設定を行います。（デフォルトは、ラピッドスパニングツリープロトコルが

起動。）

マルチプルスパニングツリープロトコルの基本設定

本製品で、マルチプルスパニングツリープロトコルを使用するための基本設定について説明します。ここで

は、VLANはすでに作成済みであるものと仮定します。

1. マルチプルスパニングツリープロトコルを起動します。

スパニングツリープロトコル CentreCOM 9424Tコマンドリファレンス 2.11
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ACTIVATE MSTP ↵

✎ ACTIVATE MSTPコマンド（20ページ）を実行しないと、マルチプルスパニングツリープロトコルに関
するコマンドを実行できません。

2. マルチプルスパニングツリープロトコルを有効にします。

ENABLE MSTP ↵

3. MSTインスタンスを作成します。

CREATE MSTP MSTIID=1 ↵

4. MSTインスタンスに VLANを割り当てます。

SET MSTP MSTIVLANASSOC MSTIID=1 VLANLIST=10 ↵

5. MSTの設定を行います。同一のMSTリージョンに所属させたい装置では、リージョン名とレビジョ

ンの設定を同じにします。

SET MSTP CONFIGNAME=Group1 REVISIONLEVEL=100 ↵

■マルチプルスパニングツリープロトコルを無効にするには、DISABLE MSTPコマンド（27ページ）を

使います。

DISABLE MSTP ↵

■MSTインスタンスを削除するには、DESTROY MSTPコマンド（26ページ）を使います。

DESTROY MSTP MSTIID=1 ↵

■MSTIと VLANの対応関係の設定を消去するには、DELETE MSTPコマンド（25ページ）を使います。

DELETE MSTP MSTIID=1 MSTIVLANASSOC=10 ↵

■マルチプルスパニングツリープロトコルに関する設定を確認するには、SHOW MSTPコマンド（53ペー

ジ）を使います。

SHOW MSTP ↵

■ マルチプルスパニングツリーのポート情報を確認するには、SHOW MSTPコマンド（53ページ）を

使います。ポートの設定を表示するには、PORTCONFIGを指定します。ポートの状態を表示するには、

PORTSTATEを指定します。

SHOW MSTP PORTCONFIG ↵
SHOW MSTP PORTSTATE ↵

■MSTインスタンスに関する設定を確認するには、SHOW MSTPコマンド（53ページ）で、MSTISTATE
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を指定します。

SHOW MSTP MSTISTATE ↵

■MSTインスタンスと VLANの対応付けの設定を確認するには、SHOW MSTPコマンド（53ページ）

で、MSTIVLANASSOCを指定します。

SHOW MSTP VLANASSOC ↵

■ CISTに関する設定を確認するには、SHOW MSTPコマンド（53ページ）で、CISTを指定します。

SHOW MSTP CIST ↵

パラメーターの設定変更

マルチプルスパニングツリープロトコルの詳細な設定について解説します。

マルチプルスパニングツリープロトコルの設定

■ マルチプルスパニングツリーパラメーター（各種タイマーとリージョンの設定）を変更するには、SET

MSTPコマンド（36ページ）を使います。変更できるパラメーターは次のとおりです。

パラメーター 説明

FORCEVERSION Multiple STPの動作モード。NORMALMSTP（MSTP BPDUを使う）、STP-

COMPATIBLE/FORCESTPCOMPATIBLE（MSTPの設定を使用するが、STP

BPDUを使う）から選択する。デフォルトは、NORMALMSTP。

FORWARDDELAY STP compatibleモードで使用する。フォワードディレイタイム。ネットワー

ク構成の変更後に、ルートブリッジ内のポートがディスカーディングからラー

ニング、ラーニングからフォワーディング状態に遷移するまでの最大時間（秒）

を示す。有効範囲は 4～30秒。デフォルトは 15秒。

HELLOTIME ハロータイム。ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data Unit）を送信

する間隔（秒）。有効範囲は 1～10秒。デフォルトは 2秒。

MAXAGE ネットワーク内に、STPまたは Rapid STPで動作するスイッチがある場合に

使用する。最大エージタイム。ルートブリッジから BPDUが届かなくなった

ことを認識するまでの時間（秒）。この時間内に BPDU を受信できなかった

場合、STPD 内の各ブリッジはスパニングツリーの再構成を開始する。2×

（HELLOTIME + 1）以上、かつ、2×（FORWARDDELAY - 1）以下でなく

てはならない。有効範囲は 6～40秒。デフォルトは 20秒。
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MAXHOP BPDUがMSTPブリッジを抜けるごとにカウントダウンされる、BPDUの寿命

カウンター。有効範囲は 1～40。デフォルトは 20。

CONFIG MSTリージョンに与える名前。同一リージョンに所属させたい装置には、同じ

名前を指定する。

REVISIONLEVEL MSTリージョン設定のレビジョン。有効範囲は、0～255。同一リージョンに所

属させたい装置には、同じ数値を指定する。

DEFAULT Multiple STPの設定をデフォルト状態に戻す。他のパラメーターと同時に指定

することはできない。Multiple STPが無効の場合にのみ使用可能。

表 11:

■MSTインスタンスのプライオリティーを変更するには、SET MSTP MSTIコマンド（40ページ）を使い

ます。変更できるパラメーターは次のとおりです。

パラメーター 説明

MSTIID 設定するMSTインスタンスの ID。

PRIORITY MSTIプライオリティー。小さいほど優先度が高く、MSTI内のルートブリッジ

（regional root）になる可能性が高くなる。設定できる値の範囲は、0～15。実際

に使用される値は、設定値× 4096で、本製品でのブリッジプライオリティーの

範囲は 0～61440。設定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。デ

フォルトは 8（32768）。

表 12:

■ CISTのプライオリティーを変更するには、SET MSTP CISTコマンド（38ページ）を使います。変更で

きるパラメーターは次のとおりです。

パラメーター 説明

PRIORITY CISTプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ネットワーク全体のルートブ

リッジになる可能性が高くなる。設定できる値の範囲は、0～15。実際に使用さ

れる値は、設定値× 4096で、本製品でのブリッジプライオリティーの範囲は 0～

61440。設定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。デフォルト

は 8（32768）。

表 13:

設定値 ブリッジプライオリティーの値

0 0

1 4096

2 8192

3 12288

4 16384

5 20480
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6 24576

7 28672

8 32768

9 36864

10 40960

11 45056

12 49152

13 53248

14 57344

15 61440

表 14: PRIORITYの設定値とブリッジプライオリティーの対応

■マルチプルスパニングツリーパラメーターをデフォルト値に戻したいときは、SET MSTPコマンド（36

ページ）のDEFAULTオプションを使います。

SET MSTP DEFAULT ↵

■スイッチポートのマルチプルスパニングツリーパラメーターを変更するには、SET MSTP PORTコマン

ド（43ページ）を使います。変更できるパラメーターは次のとおりです。

パラメーター 説明

INTPORTCOST MSTリージョン内でのトポロジー形成で使用されるポートコスト。有効範

囲は、1～200000000。AUTO（Auto-Detect。該当ポートの通信速度に従

い、自動的に値を設定）。通信速度ごとのデフォルト値と推奨範囲は別表を

参照のこと。

EXTPORTCOST ポートがリージョン外との接続点になったときに使用するポートコスト。有

効範囲は、1～200000000。AUTO（Auto-Detect。該当ポートの通信速度

に従い、自動的に値を設定）。通信速度ごとのデフォルト値と推奨範囲は別

表を参照のこと。

PORTPRIORITY MSTリージョン内のトポロジー形成で使用されるポートプライオリティー。

小さいほど優先度が高く、ルートポートになる可能性が高くなる。設定でき

る値の範囲は 0～15。実際に使用する値は、設定値× 16で、本製品でのポー

トプライオリティーの範囲は 0～240。設定できる値とプライオリティー値

の対応は下記の表参照。デフォルトは 8（128）。

EDGEPORT 該当ポートがエッジポートかどうかを指定する。エッジポートとは、他の

ブリッジが存在しない末端（エッジ）の LANに接続されているポートの

こと。ただし、EDGEPORT=YESを指定した場合でも、同ポートで RSTP

BPDUを受信した場合はエッジポートとしては扱われなくなる。デフォル

トはNO。
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PTP/POINTTOPOINT 該当ポートが他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどう

かを指定する。AUTOUPDATEを指定した場合は、本製品が自動判別する。

デフォルトはAUTOUPDATE。

MIGRATIONCHECK 該当ポートで STP BPDUを受信した場合に、MSTPから STPに変更するた

めのチェック。YESを指定するとチェックを行う。デフォルトは YES。

STPID 有効範囲は、0～15。デフォルトは 0またはALL。

表 15:

通信速度 デフォルト値

10Mbps 2000000

100Mbps 200000

1000Mbps 20000

表 16: パスコストのデフォルト値

設定値 ポートプライオリティーの値

0 0

1 16

2 32

3 48

4 64

5 80

6 96

7 112

8 128

9 144

10 160

11 176

12 192

13 208

14 224

15 240

表 17: PRIORITYの設定値とポートプライオリティーの対応

■スパニングツリープロトコルの設定をすべて消去するには、PURGE MSTPコマンド（33ページ）を使

います。パラメーターはすべてデフォルトに戻ります。

PURGE MSTP ↵

✎ ランタイムメモリー上にあるマルチプルスパニングツリープロトコル関連の設定がすべて削除されるため、運用

中のシステムで本コマンドを実行するときは十分に注意してください。
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SET MSTP PORT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 43

SHOW MSTP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53
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ACTIVATE MSTP

ACTIVATE MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

ACTIVATE MSTP

解説

マルチプルスパニングツリープロトコルを起動する。

このコマンドを実行しないと、マルチプルスパニングツリーに関するコマンドは実行できないので注意。

関連コマンド

DISABLE MSTP（27ページ）

ENABLE MSTP（30ページ）

SET MSTP（36ページ）

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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ACTIVATE RSTP

ACTIVATE RSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Rapid STP

ACTIVATE RSTP

解説

ラピッドスパニングツリープロトコルを起動する。

このコマンドを実行しないと、ラピッドスパニングツリーに関するコマンドは実行できないので注意。

備考・注意事項

SHOW CONFIGコマンドで確認できる設定ファイルに保存されない。

関連コマンド

DISABLE RSTP（28ページ）

ENABLE RSTP（31ページ）

SET RSTP（45ページ）

SET RSTP PORT（47ページ）

SHOW RSTP（59ページ）
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ACTIVATE STP

ACTIVATE STP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

ACTIVATE STP

解説

スパニングツリープロトコルを起動する。

このコマンドを実行しないと、スパニングツリープロトコルに関するコマンドは実行できないので注意。

関連コマンド

DISABLE STP（29ページ）

ENABLE STP（32ページ）

SET STP（49ページ）

SET STP PORT（51ページ）

SHOW STP（63ページ）

SHOW STP PORT（65ページ）
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ADD MSTP

ADD MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

ADD MSTP MSTIID=1..15 MSTIVLANASSOC=vid-list

vid-list: VID（カンマを使った複数指定も可能）

解説

MSTインスタンスに VLANを関連付ける。

デフォルトでは、すべての VLANが CIST（Common and Internal Spanning Tree）に関連付けられてい

る。本コマンドを実行すると、VLANは CISTとの関連付けを解除され、指定したMSTインスタンスに関

連付けられる。

各 VLANは、1つのMSTインスタンスまたは CISTとのみ関連付けることができる。あるMSTインスタ

ンスから別のMSTインスタンスに関連付けを変更するときは、あらかじめ DELETE MSTPコマンドを実

行して、該当 VLANを CIST所属に戻した上で本コマンドを実行しなくてはならない。

パラメーター

MSTIID MSTインスタンス ID。

MSTIVLANASSOC MSTインスタンスに割り当てる VLANの ID（VID）を指定。ALLを指定した場

合はすべての VLANが指定したMSTインスタンスに関連付けられる。

関連コマンド

PURGE MSTP（33ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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CREATE MSTP

CREATE MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

CREATE MSTP MSTIID=1..15 [MSTIVLANASSOC=vid-list]

vid-list: VID（カンマを使った複数指定も可能）

解説

MSTインスタンスを作成する。

パラメーター

MSTIID 作成するMSTインスタンスの ID。1～15の範囲で指定する。0はデフォルトのMSTインスタ

ンスで使用される。

MSTIVLANASSOC MSTインスタンスに割り当てるVLANの ID（VID）を指定。MSTインスタンス

と VLANの対応付けを指定する。

例

■MSTインスタンス 1を作成する。

CREATE MSTP MSTID=1 MSTIVLANASSOC=10

関連コマンド

DESTROY MSTP（26ページ）

SHOW MSTP（53ページ）

24 CentreCOM 9424T コマンドリファレンス 2.11
613-001210 Rev.F

スパニングツリープロトコル



DELETE MSTP

DELETE MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

DELETE MSTP MSTIID=1..15 MSTIVLANASSOC=vid-list

vid-list: VID（カンマを使った複数指定も可能）

解説

MSTインスタンスと VLANの対応関係の設定を消去する。

パラメーター

MSTIID 設定するMSTインスタンスの ID。

MSTIVLANASSOC 対応づけを消去する VLANの ID（VID）を指定。

関連コマンド

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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DESTROY MSTP

DESTROY MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

DESTROY MSTP MSTIID=1..15

解説

MSTインスタンスを削除する。

パラメーター

MSTIID 削除するMSTインスタンスの ID。

例

■MSTインスタンス 1を削除する。

DESTROY MSTP MSTID=1

備考・注意事項

ID=0のMSTインスタンスは削除できない。

関連コマンド

CREATE MSTP（24ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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DISABLE MSTP

DISABLE MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

DISABLE MSTP

解説

マルチプルスパニングツリープロトコルを無効にする。デフォルトは無効。

関連コマンド

ENABLE MSTP（30ページ）

SET MSTP（36ページ）

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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DISABLE RSTP

DISABLE RSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Rapid STP

DISABLE RSTP

解説

ラピッドスパニングツリープロトコルを無効にする。デフォルトは無効。

関連コマンド

ENABLE RSTP（31ページ）

SET RSTP（45ページ）

SET RSTP PORT（47ページ）

SHOW RSTP（59ページ）
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DISABLE STP

DISABLE STP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

DISABLE STP

解説

スパニングツリープロトコルを無効にする。デフォルトは無効。

関連コマンド

ENABLE STP（32ページ）

SET STP（49ページ）

SET STP PORT（51ページ）

SHOW STP（63ページ）
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ENABLE MSTP

ENABLE MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

ENABLE MSTP

解説

マルチプルスパニングツリープロトコルを有効にする。デフォルトは無効。

関連コマンド

DISABLE MSTP（27ページ）

SET MSTP（36ページ）

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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ENABLE RSTP

ENABLE RSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Rapid STP

ENABLE RSTP

解説

ラピッドスパニングツリープロトコルを有効にする。デフォルトは無効。

関連コマンド

DISABLE RSTP（28ページ）

SET RSTP（45ページ）

SET RSTP PORT（47ページ）

SHOW RSTP（59ページ）

スパニングツリープロトコル CentreCOM 9424Tコマンドリファレンス 2.11
613-001210 Rev.F

31



ENABLE STP

ENABLE STP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

ENABLE STP

解説

スパニングツリープロトコルを有効にする。デフォルトは無効。

関連コマンド

DISABLE STP（29ページ）

SET STP（49ページ）

SET STP PORT（51ページ）

SHOW STP（63ページ）
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PURGE MSTP

PURGE MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

PURGE MSTP

解説

マルチプルスパニングツリープロトコルの設定をデフォルト状態に戻す。

備考・注意事項

ランタイムメモリー上にあるマルチプルスパニングツリープロトコル関連の設定がすべて削除されるため、

運用中のシステムで本コマンドを実行するときは十分に注意すること。

MSTPの設定をデフォルト状態に戻すには、MSTPを無効にすること。

関連コマンド

SET MSTP（36ページ）

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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PURGE RSTP

PURGE RSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Rapid STP

PURGE RSTP

解説

ラピッドスパニングツリープロトコルの設定をデフォルト状態に戻す。

備考・注意事項

ランタイムメモリー上にあるラピッドスパニングツリープロトコル関連の設定がすべて削除されるため、運

用中のシステムで本コマンドを実行するときは十分に注意すること。

Rapid STPの設定をデフォルト状態に戻すには、Rapid STPを無効にすること。

関連コマンド

SET RSTP（45ページ）

SET RSTP PORT（47ページ）

SHOW RSTP（59ページ）
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PURGE STP

PURGE STP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

PURGE STP

解説

スパニングツリープロトコルの設定をデフォルト状態に戻す。

備考・注意事項

ランタイムメモリー上にあるスパニングツリープロトコル関連の設定がすべて削除されるため、運用中のシ

ステムで本コマンドを実行するときは十分に注意すること。

STPの設定をデフォルト状態に戻すには、STPを無効にすること。

関連コマンド

SET STP（49ページ）

SET STP PORT（51ページ）

SHOW STP（63ページ）
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SET MSTP

SET MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

SET MSTP [FORCEVERSION={STPCOMPATIBLE|FORCESTPCOMPATIBLE|NORMALMSTP}]
[FORWARDDELAY=4..30] [HELLOTIME=1..10] [MAXAGE=6..40] [MAXHOP=1..40]

[CONFIGNAME=string] [REVISIONLEVEL=0..255] [DEFAULT]

string:文字列（1～32文字。英数字が使用可能。大文字・小文字を区別する。）

解説

マルチプルスパニングツリーのパラメーターを変更する。

パラメーター

FORCEVERSION Multiple STPの動作モード。NORMALMSTP（MSTP BPDUを使う）、STPCOM-

PATIBLE/FORCESTPCOMPATIBLE（MSTPの設定を使用するが、STP BPDUを使う）から選択

する。デフォルトは、NORMALMSTP。

FORWARDDELAY STP compatibleモードで使用する。フォワードディレイタイム。ネットワーク構成

の変更後に、ルートブリッジ内のポートがディスカーディングからラーニング、ラーニングからフォ

ワーディング状態に遷移するまでの最大時間（秒）を示す。有効範囲は 4～30秒。デフォルトは 15秒。

HELLOTIME ハロータイム。ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data Unit）を送信する間隔

（秒）。有効範囲は 1～10秒。デフォルトは 2秒。

MAXAGE ネットワーク内に、STPまたは Rapid STPで動作するスイッチがある場合に使用する。最大

エージタイム。ルートブリッジから BPDUが届かなくなったことを認識するまでの時間（秒）。この

時間内に BPDUを受信できなかった場合、STPD内の各ブリッジはスパニングツリーの再構成を開

始する。2×（HELLOTIME + 1）以上、かつ、2× (FORWARDDELAY - 1)以下でなくてはならな

い。有効範囲は 6～40秒。デフォルトは 20秒。

MAXHOP BPDUがMSTPブリッジを抜けるごとにカウントダウンされる、BPDUの寿命カウンター。

有効範囲は 1～40。デフォルトは 20。

CONFIGNAME MSTリージョンに与える名前。同一リージョンに所属させたい装置には、同じ名前を

指定する。

REVISIONLEVEL MSTリージョン設定のレビジョン。有効範囲は、0～255。同一リージョンに所属さ

せたい装置には、同じ数値を指定する。

DEFAULT Multiple STPの設定をデフォルト状態に戻す。他のパラメーターと同時に指定することはで

きない。Multiple STPが無効の場合にのみ使用可能。PURGE MSTPコマンドと同じ機能。

例

■MSTPのパラメーターをデフォルト値に戻す。
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SET MSTP

SET MSTP DEFAULT

備考・注意事項

CONFIGNAMEパラメーターに”NONE”を指定して実行すると、NONEという名前が設定されずに、

CONFIGNAMEパラメーターに指定されていた文字列が削除される（NONEを指定した場合と同じ結果

になる）。

関連コマンド

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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SET MSTP CIST

SET MSTP CIST

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

SET MSTP CIST PRIORITY=0..15

解説

CISTルートの決定に必要な CISTプライオリティーを設定する。

パラメーター

PRIORITY CISTプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ネットワーク全体のルートブリッジにな

る可能性が高くなる。設定できる値の範囲は、0～15。実際に使用される値は、設定値× 4096で、本

製品でのブリッジプライオリティーの範囲は 0～61440。設定できる値とプライオリティー値の対応

は下記の表参照。デフォルトは 8（32768）。

設定値 ブリッジプライオリティーの値

0 0

1 4096

2 8192

3 12288

4 16384

5 20480

6 24576

7 28672

8 32768

9 36864

10 40960

11 45056

12 49152

13 53248

14 57344

15 61440

表 18: PRIORITYの設定値とブリッジプライオリティーの対応

例

■CISTのプライオリティーを 5に設定する。
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SET MSTP CIST

SET MSTP CIST PRIORITY=5

関連コマンド

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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SET MSTP MSTI

SET MSTP MSTI

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

SET MSTP MSTI MSTIID=1..15 PRIORITY=0..15

解説

MSTリージョンのルートの決定に必要なMSTIプライオリティーを設定する。

パラメーター

MSTIID 設定するMSTインスタンスの ID。

PRIORITY MSTIプライオリティー。小さいほど優先度が高く、MSTI内のルートブリッジ（regional

root）になる可能性が高くなる。設定できる値の範囲は、0～15。実際に使用される値は、設定値×

4096で、本製品でのブリッジプライオリティーの範囲は 0～61440。設定できる値とプライオリティー

値の対応は下記の表参照。デフォルトは 8（32768）。

設定値 ブリッジプライオリティーの値

0 0

1 4096

2 8192

3 12288

4 16384

5 20480

6 24576

7 28672

8 32768

9 36864

10 40960

11 45056

12 49152

13 53248

14 57344

15 61440

表 19: PRIORITYの設定値とブリッジプライオリティーの対応

例

■MSTインスタンス 1のプライオリティーを 5に設定する。
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SET MSTP MSTI

SET MSTP MSTI MSTIID=1 PRIORITY=5

関連コマンド

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）

スパニングツリープロトコル CentreCOM 9424Tコマンドリファレンス 2.11
613-001210 Rev.F

41



SET MSTP MSTIVLANASSOC

SET MSTP MSTIVLANASSOC

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

SET MSTP MSTIVLANASSOC MSTIID=0..15 VLANLIST=vid-list

vid-list: VID（カンマを使った複数指定も可能）

解説

MSTIと VLANの対応関係の設定を変更する。

パラメーター

MSTIID 設定するMSTインスタンスの ID。

VLANLIST MSTインスタンスに割り当てる VLANの ID（VID）を指定。MSTインスタンスとVLAN

の対応付けを変更する。

例

■MSTインスタンス 1に割り当てる VIDを 20に変更する。

SET MSTP MSTIVLANASSOC MSTIID=1 VLANLIST=20

備考・注意事項

MSTインスタンスを作成し、VLANの割り当てを行った場合は、デフォルト VLANも含めて、すべての

VLANを、ID=1～15のMSTインスタンスに割り当てること。

関連コマンド

SET MSTP PORT（43ページ）

SHOW MSTP（53ページ）
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SET MSTP PORT

SET MSTP PORT

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

SET MSTP PORT={port-list|ALL} [EXTPORTCOST={AUTO|1..200000000}]
[EDGEPORT={YES|NO|ON|OFF|TRUE|FALSE}] [{PTP|POINTTOPOINT}={YES|NO|ON|OFF|
TRUE|FALSE|AUTOUPDATE}] [MIGRATIONCHECK={YES|NO|ON|OFF|TRUE|FALSE}]

SET MSTP PORT={port-list|ALL} [INTPORTCOST={AUTO|1..200000000}]
[PORTPRIORITY=0..15] [STPID={ALL|0..15}]

port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン、カンマを使った複数指定も可能）

解説

指定したマルチプルスパニングツリーのポートのスパニングツリーパラメーターを変更する。

パラメーター

PORT ポート番号。複数指定が可能。ALLを指定した場合はすべてのポートが対象となる。

EXTPORTCOST トポロジー形成で使用されるポートコスト。有効範囲は、1～200000000。

INTPORTCOST MSTリージョン内でのトポロジー形成で使用されるポートコスト。有効範囲は、1～

200000000。AUTO（Auto-Detect。該当ポートの通信速度に従い、自動的に値を設定）。通信速度ご

とのデフォルト値と推奨範囲は別表を参照のこと。

PORTPRIORITY MSTリージョン内のトポロジー形成で使用されるポートプライオリティー。小さいほ

ど優先度が高く、ルートポートになる可能性が高くなる。設定できる値の範囲は 0～15。実際に使用

する値は、設定値× 16で、本製品でのポートプライオリティーの範囲は 0～240。設定できる値とプ

ライオリティー値の対応は下記の表参照。デフォルトは 8（128）。

EDGEPORT 該当ポートがエッジポートかどうかを指定する。エッジポートとは、他のブリッジが存在し

ない末端（エッジ）の LANに接続されているポートのこと。ただし、EDGEPORT=YESを指定し

た場合でも、同ポートで RSTP BPDUを受信した場合はエッジポートとしては扱われなくなる。デ

フォルトはNO。

PTP/POINTTOPOINT 該当ポートが他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうかを指

定する。AUTOUPDATEを指定した場合は、本製品が自動判別する。デフォルトはAUTOUPDATE。

MIGRATIONCHECK 該当ポートで STP BPDUを受信した場合に、MSTPから STPに変更するための

チェック。YESを指定するとチェックを行う。デフォルトは YES。

STPID 有効範囲は、1～15。デフォルトは 0またはALL。

通信速度 推奨範囲 デフォルト値

10Mbps 200000～2000000 2000000

100Mbps 20000～200000 200000
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1000Mbps 2000～20000 20000

表 20: パスコストの推奨範囲とデフォルト値

設定値 ポートプライオリティーの値

0 0

1 16

2 32

3 48

4 64

5 80

6 96

7 112

8 128

9 144

10 160

11 176

12 192

13 208

14 224

15 240

表 21: PRIORITYの設定値とポートプライオリティーの対応

備考・注意事項

MIGRATIONCHECKの設定は、設定ファイルに保存されない。

関連コマンド

PURGE RSTP（34ページ）

SET RSTP（45ページ）

SHOW RSTP（59ページ）
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SET RSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Rapid STP

SET RSTP [{RSTPTYPE|FORCEVERSION}={STPCOMPATIBLE|FORCESTPCOMPATIBLE|
NORMALRSTP}] [FORWARDDELAY=4..30] [HELLOTIME=1..10] [MAXAGE=6..40]

[PRIORITY=0..15] [DEFAULT]

解説

Rapid STPドメインのスパニングツリーパラメーターを変更する。

パラメーター

RSTPTYPE/FORCEVERSION Rapid STP の動作モード。NORMALRSTP（RSTP BPDU を使う）、

STPCOMPATIBLE/FORCESTPCOMPATIBLE（RSTPの設定を使用するが、STP BPDUを使う）

から選択する。デフォルトは、NORMALRSTP。

FORWARDDELAY フォワードディレイタイム。ネットワーク構成の変更後に、ルートブリッジ内のポー

トがディスカーディングからラーニング、ラーニングからフォワーディング状態に遷移するまでの最

大時間（秒）を示す。有効範囲は 4～30秒。デフォルトは 15秒。

HELLOTIME ハロータイム。ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data Unit）を送信する間隔

（秒）。有効範囲は 1～10秒。デフォルトは 2秒。

MAXAGE 最大エージタイム。ルートブリッジから BPDUが届かなくなったことを認識するまでの時間

（秒）。この時間内に BPDUを受信できなかった場合、STPD内の各ブリッジはスパニングツリーの

再構成を開始する。2×（HELLOTIME + 1）以上、かつ、2× (FORWARDDELAY - 1)以下でなく

てはならない。有効範囲は 6～40秒。デフォルトは 20秒。

PRIORITY ブリッジプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートブリッジになる可能性が高く

なる。設定できる値の範囲は、0～15。実際に使用される値は、設定値× 4096で、本製品でのブリッ

ジプライオリティーの範囲は 0～61440。設定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。

デフォルトは 8（32768）。

DEFAULT Rapid STPの設定をデフォルト状態に戻す。他のパラメーターと同時に指定することはでき

ない。Rapid STPが無効の場合にのみ使用可能。PURGE RSTPコマンドと同じ機能。

設定値 ポートプライオリティーの値

0 0

1 4096

2 8192

3 12288

4 16384

5 20480
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6 24576

7 28672

8 32768

9 36864

10 40960

11 45056

12 49152

13 53248

14 57344

15 61440

表 22: PRIORITYの設定値とブリッジプライオリティーの対応

例

■RSTPドメインのパラメーターをデフォルト値に戻す。

SET RSTP DEFAULT

備考・注意事項

Rapid STPの設定をデフォルト状態に戻すには、Rapid STPを無効にすること。

関連コマンド

PURGE RSTP（34ページ）

SET RSTP PORT（47ページ）

SHOW RSTP（59ページ）
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SET RSTP PORT

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Rapid STP

SET RSTP PORT={port-list|ALL} [{PORTCOST|PATHCOST}={AUTO|1..200000000}]
[PORTPRIORITY=0..15] [EDGEPORT={YES|NO|ON|OFF|TRUE|FALSE}] [{PTP|
POINTTOPOINT}={YES|NO|ON|OFF|TRUE|FALSE|AUTOUPDATE}]
[MIGRATIONCHECK={YES|NO|ON|OFF|TRUE|FALSE}]

port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン、カンマを使った複数指定も可能）

解説

指定した Rapid STPドメインのポートのスパニングツリーパラメーターを変更する。

パラメーター

PORT ポート番号。複数指定が可能。ALLを指定した場合はすべてのポートが対象となる。

PORTCOST/PATHCOST パスコスト。該当ポートを通過する際のコストを示すもので、一般的にはポー

トの通信速度に応じて設定する。有効範囲は、1～200000000。デフォルトはAUTO（Auto-Detect。

該当ポートの通信速度に従い、自動的に値を設定）。通信速度ごとのデフォルト値と推奨範囲は別表

を参照のこと。

PORTPRIORITY ポートプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートポートになる可能性が高

くなる。設定できる値の範囲は 0～15。実際に使用する値は、設定値× 16で、本製品でのポートプラ

イオリティーの範囲は 0～240。設定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。デフォ

ルトは 8（128）。

EDGEPORT 該当ポートがエッジポートかどうかを指定する。エッジポートとは、他のブリッジが存在し

ない末端（エッジ）の LANに接続されているポートのこと。ただし、EDGEPORT=YESを指定し

た場合でも、同ポートで RSTP BPDUを受信した場合はエッジポートとしては扱われなくなる。デ

フォルトはNO。

PTP/POINTTOPOINT 該当ポートが他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうかを指

定する。AUTOUPDATEを指定した場合は、本製品が自動判別する。デフォルトはAUTOUPDATE。

MIGRATIONCHECK 該当ポートで STP BPDUを受信し STANDARDモードに変更された場合、RAPID

モードに戻すために使用する。YES指定によって RAPIDモードへ戻すことが可能。デフォルトは

YES。NO/OFF/FALSEは設定できない。MIGRATIONCHECKの設定は、設定ファイルに保存さ

れない。

通信速度 推奨範囲 デフォルト値

10Mbps 200000～2000000 2000000

100Mbps 20000～200000 200000
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1000Mbps 2000～20000 20000

表 23: パスコストの推奨範囲とデフォルト値

設定値 ポートプライオリティーの値

0 0

1 16

2 32

3 48

4 64

5 80

6 96

7 112

8 128

9 144

10 160

11 176

12 192

13 208

14 224

15 240

表 24: PRIORITYの設定値とポートプライオリティーの対応

備考・注意事項

MIGRATIONCHECKの設定は、設定ファイルに保存されない。

関連コマンド

PURGE RSTP（34ページ）

SET RSTP（45ページ）

SHOW RSTP（59ページ）
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SET STP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

SET STP [FORWARDDELAY=4..30] [HELLOTIME=1..10] [MAXAGE=6..40]

[PRIORITY=0..15] [DEFAULT]

解説

STPドメインのスパニングツリーパラメーターを変更する。

パラメーター

FORWARDDELAY フォワードディレイタイム。ネットワーク構成の変更後に、ルートブリッジ内のポー

トがリスニングからラーニング、ラーニングからフォワーディング状態に遷移するまでの時間（秒）

を示す。デフォルトは 15秒。

HELLOTIME ハロータイム。ルートブリッジが BPDU（Bridge Protocol Data Unit）を送信する間隔

（秒）。デフォルトは 2秒。

MAXAGE 最大エージタイム。ルートブリッジから BPDUが届かなくなったことを認識するまでの時間

（秒）。この時間内に BPDUを受信できなかった場合、STPD内の各ブリッジはスパニングツリーの

再構成を開始する。2×（HELLOTIME + 1）以上、かつ、2× (FORWARDDELAY - 1)以下でなく

てはならない。デフォルトは 20秒。

PRIORITY ブリッジプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートブリッジになる可能性が高く

なる。設定できる値の範囲は、0～15。実際に使用される値は、設定値× 4096で、本製品でのブリッ

ジプライオリティーの範囲は 0～61440。設定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。

デフォルトは 8（32768）。

DEFAULT STPの設定をデフォルト状態に戻す。他のパラメーターと同時に指定することはできない。

STPが無効の場合にのみ使用可能。PURGE STPコマンドと同じ機能。

設定値 ブリッジプライオリティーの値

0 0

1 4096

2 8192

3 12288

4 16384

5 20480

6 24576

7 28672

8 32768
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9 36864

10 40960

11 45056

12 49152

13 53248

14 57344

15 61440

表 25: PRIORITYの設定値とブリッジプライオリティーの対応

例

■STPドメインのパラメーターをデフォルト値に戻す。

SET STP DEFAULT

備考・注意事項

STPの設定をデフォルト状態に戻すには、STPを無効にすること。

関連コマンド

PURGE STP（35ページ）

SET STP PORT（51ページ）

SHOW STP（63ページ）
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SET STP PORT

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

SET STP PORT={port-list|ALL} [{PORTCOST|PATHCOST}={AUTO|1..65535}]
[PORTPRIORITY=0..15]

port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン、カンマを使った複数指定も可能）

解説

指定した STPドメインのポートのスパニングツリーパラメーターを変更する。

パラメーター

PORT ポート番号。複数指定が可能。ALLを指定した場合はすべてのポートが対象となる。

PORTCOST/PATHCOST パスコスト。該当ポートを通過する際のコストを示すもので、一般的にはポー

トの通信速度に応じて設定する。有効範囲は 1～65535。デフォルトは AUTO（Auto-Detect。該当

ポートの通信速度に従い、自動的に値を設定）。通信速度ごとのデフォルト値と推奨範囲は別表を参

照のこと。

PORTPRIORITY ポートプライオリティー。小さいほど優先度が高く、ルートポートになる可能性が高

くなる。設定できる値の範囲は 0～15。実際に使用する値は、設定値× 16で、本製品でのポートプラ

イオリティーの範囲は 0～240。設定できる値とプライオリティー値の対応は下記の表参照。デフォ

ルトは 8（128）。

通信速度 推奨範囲 デフォルト値

10Mbps 50～600 100

100Mbps 10～60 10

1000Mbps 3～10 4

表 26: パスコストの推奨範囲とデフォルト値

設定値 ポートプライオリティーの値

0 0

1 16

2 32

3 48

4 64

5 80

6 96
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7 112

8 128

9 144

10 160

11 176

12 192

13 208

14 224

15 240

表 27: PRIORITYの設定値とポートプライオリティーの対応

関連コマンド

PURGE STP（35ページ）

SET STP（49ページ）

SHOW STP PORT（65ページ）
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SHOW MSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Multiple STP

SHOW MSTP [PORTCONFIG] [PORTSTATE] [MSTISTATE] [CIST] [MSTIVLANASSOC]

解説

マルチプルスパニングツリープロトコルの設定情報を表示する。

パラメーター

PORTCONFIG ポートの設定を表示。

PORTSTATE ポートの状態を表示。

MSTISTATE MSTインスタンスの状態を表示。

CIST CISTの情報を表示。

MSTIVLANASSOC VLANとMSTインスタンスの対応付けを表示。

入力・出力・画面例

# show mstp

Switch MSTP Config Information:

The current protocol Version is: MSTP

Switch MSTP Config Information:

Status ................. Enabled

Force Version .......... NormalMSTP

Hello Time ............. 2/2 (Configured/Actual)

Forwarding Delay ....... 15/15 (Configured/Actual)

Max Age ................ 20/20 (Configured/Actual)

Max Hops ............... 20

Configuration Name .....

Revision Level ......... 0

Bridge Identifier ...... 00:0C:46:64:59:7B

Root Identifier ........ 00:0C:46:64:59:7B

# show mstp portconfig

MSTP Port Config Information:

The current protocol Version is: MSTP

MSTP Port Configuration Information for Spanning Tree Instance: 0
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| Cost |

Port | Edge-Port | Point-to-Point | External Internal | Priority

-----------------------------------------------------------------------------

1 No AutoUpdate Auto Auto 128

2 No AutoUpdate Auto Auto 128

3 No AutoUpdate Auto Auto 128

4 No AutoUpdate Auto Auto 128

5 No AutoUpdate Auto Auto 128

6 No AutoUpdate Auto Auto 128

7 No AutoUpdate Auto Auto 128

8 No AutoUpdate Auto Auto 128

9 No AutoUpdate Auto Auto 128

10 No AutoUpdate Auto Auto 128

11 No AutoUpdate Auto Auto 128

12 No AutoUpdate Auto Auto 128

13 No AutoUpdate Auto Auto 128

14 No AutoUpdate Auto Auto 128

15 No AutoUpdate Auto Auto 128

16 No AutoUpdate Auto Auto 128

17 No AutoUpdate Auto Auto 128

18 No AutoUpdate Auto Auto 128

19 No AutoUpdate Auto Auto 128

20 No AutoUpdate Auto Auto 128

21 No AutoUpdate Auto Auto 128

22 No AutoUpdate Auto Auto 128

23 No AutoUpdate Auto Auto 128

24 No AutoUpdate Auto Auto 128

# show mstp portstate

The current protocol Version is: MSTP

MSTP Port State Information for Spanning Tree Instance: 0

| Cost |

Port | State | Role | Edge | P2P | Version | External | Internal |

---------------------------------------------------------------------------

1 Forwarding DEsignated No Yes Mstp 200000 200000

2 DISAbled ---------------------------------------

3 DISAbled ---------------------------------------

4 DISAbled ---------------------------------------

5 DISAbled ---------------------------------------

6 DISAbled ---------------------------------------

7 DISAbled ---------------------------------------

8 DISAbled ---------------------------------------

9 DISAbled ---------------------------------------

10 DISAbled ---------------------------------------

11 DISAbled ---------------------------------------

12 DISAbled ---------------------------------------

13 DISAbled ---------------------------------------

14 DISAbled ---------------------------------------

15 DISAbled ---------------------------------------

16 DISAbled ---------------------------------------

54 CentreCOM 9424T コマンドリファレンス 2.11
613-001210 Rev.F

スパニングツリープロトコル



SHOW MSTP

17 DISAbled ---------------------------------------

18 DISAbled ---------------------------------------

19 DISAbled ---------------------------------------

20 DISAbled ---------------------------------------

21 DISAbled ---------------------------------------

22 DISAbled ---------------------------------------

23 DISAbled ---------------------------------------

24 DISAbled ---------------------------------------

# show mstp mstistate

MSTP MSTI Information:

MSTI | Priority | Regional Root ID | Path Cost | Associated VLANs

-------------------------------------------------------------------------------

1 32768 0: 9:41:89:5f: 9 0

2 32768 0: 9:41:89:5f: 9 0

# show mstp cist

MSTP CIST Information:

CIST Priority ........... 32768

Root ID ................. 00:09:41:89:5F:09

Root Path Cost .......... 0

Regional Root ID ........ 00:09:41:89:5F:09

Regional Root Path Cost . 0

Associated VLANs ........ 1

# show mstp mstivlanassoc

MSTP VLAN association Information:

MSTI/CIST Associated VLANs

-----------------------------------------------------------------------------

0

1 1,10

2 20
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The current protocol Version is 現在のスパニングツリープロトコルのバージョン

Status MSTPの状態。EnabledかDisabled

Force Version MSTPの動作モード。NormalMSTPか STPCompatible

Hello Time 本機のハロータイム設定値（SET MSTPコマンドのHELLOTIME

パラメーター。ルートブリッジになったときにこの値が使用され

る）と実際のハロータイム（ルートブリッジによって決定された値）

Forwarding Delay STPCompatibleモードのときに使用される、本機のフォワードディ

レイタイム設定値（SET MSTPコマンドの FORWARDDELAYパ

ラメーター。ルートブリッジになったときにこの値が使用される）

と実際のフォワードディレイタイム（ルートブリッジによって決定

された値）

Max Age ネットワーク内に、STPまたはRapid STPで動作するスイッチがあ

る場合に使用される、本機の最大エージタイム設定値（SET MSTP

コマンドのMAXAGEパラメーター。ルートブリッジになったと

きにこの値が使用される）と実際の最大エージタイム（ルートブ

リッジによって決定された値）

Max Hops BPDUがMSTPブリッジを抜けるごとにカウントダウンされるさ

れる、BPDUの寿命カウンター

Configuration Name MSTリージョン名

Revision Level MSTリージョン設定のレビジョン

Bridge Identifier ブリッジ識別子。MACアドレスが表示される

Root Identifier ルートのブリッジ識別子

表 28:

Port ポート番号

Edge-Port ポートがエッジポートかどうか。YesかNo

Point-to-Point 他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうか。AutoUpdate、

または、Yes/No

External Cost ポートがリージョン外との接続点になったときに使用するポートコスト。Auto、

または、設定値

Internal Cost MSTリージョン内でのトポロジー形成で使用されるポートコスト。Auto、また

は、設定値

Priority ポートプライオリティー

表 29: PORTCONFIGを指定した場合
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Port ポート番号

State ポートの状態。Disabled、Discarding、Learning、Forwardingのいずれか

Role ポートの役割。Alternate、Backup、Designated、Root、Disabled、Master、

NonStpのいずれか
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Edge エッジポートかどうか。Noか Yes

P2P 他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうか。YesかNo

Version STPの動作モード。MSTP

External　 Cost ポートがリージョン外との接続点になったときに使用するポートコスト

Internal　 Cost MSTリージョン内でのトポロジー形成で使用されるポートコスト

表 30: PORTSTATEを指定した場合

MSTI MSTインスタンスの ID

Priority MSTIプライオリティー

Regional Root ID MSTインスタンス内のルートブリッジ（regional root）識別子

Path Cost ルートブリッジ（regional root）へのパスコスト。ルートブリッジの場合は 0

Associated VLANs MSTインスタンスに割り当てられている VID

表 31: MSTISTATEを指定した場合

CIST Priority CISTプライオリティー

Root ID ルートのブリッジ識別子

Root Path Cost ルートブリッジへのパスコスト。ルートブリッジの場合は 0

Regional Root ID MSTインスタンス内のルートブリッジ（regional root）識別子

Regional Root Path Cost ルートブリッジ（regional root）へのパスコスト。ルートブリッジの場合

は 0

Associated VLANs MSTインスタンスに割り当てられている VID

表 32: CISTを指定した場合

MSTI/CIST MSTI/CISTの ID

Associated VLANs MSTインスタンスに割り当てられている VID

表 33: MSTIVLANASSOCを指定した場合

関連コマンド

DISABLE RSTP（28ページ）

ENABLE RSTP（31ページ）

SET RSTP（45ページ）

SET RSTP PORT（47ページ）
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SHOW RSTP

SHOW RSTP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / Rapid STP

SHOW RSTP [{PORTCONFIG[={port-list|ALL}]|PORTSTATE[={port-list|ALL}]}]

port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン、カンマを使った複数指定も可能）

解説

ラピッドスパニングツリープロトコル（RSTP）の設定情報を表示する。

パラメーター

PORTCONFIG ポートの設定を表示。

PORTSTATE ポートの状態を表示。

入力・出力・画面例

# show rstp

The current protocol Version is: RSTP

Switch RSTP Config Information:

Status ............................... Enabled

Force Version ........................ NormalRSTP

Bridge Priority ...................... 32768 (In multiples of 4096: 8)

Bridge Hello Time .................... 2/2 (Configured/Actual)

Bridge Forward Delay ................. 15/15 (Configured/Actual)

Bridge Max Age ....................... 20/20 (Configured/Actual)

Bridge Identifier .................... 00:0C:46:64:59:7B

Root Bridge .......................... 00:0C:46:64:59:7B

Root Priority ........................ 32768

Root Path Cost ....................... 0

# show rstp portconfig

The current protocol Version is: RSTP

Switch RSTP Port Config Information:

Port | Edge-Port | Point-to-Point | Cost | Priority

-----------------------------------------------------------

1 Yes AutoUpdate Auto Update 128

2 Yes AutoUpdate Auto Update 128

3 Yes AutoUpdate Auto Update 128

4 Yes AutoUpdate Auto Update 128

5 Yes AutoUpdate Auto Update 128
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6 Yes AutoUpdate Auto Update 128

7 Yes AutoUpdate Auto Update 128

8 Yes AutoUpdate Auto Update 128

9 Yes AutoUpdate Auto Update 128

10 Yes AutoUpdate Auto Update 128

11 Yes AutoUpdate Auto Update 128

12 Yes AutoUpdate Auto Update 128

13 Yes AutoUpdate Auto Update 128

14 Yes AutoUpdate Auto Update 128

15 Yes AutoUpdate Auto Update 128

16 Yes AutoUpdate Auto Update 128

17 Yes AutoUpdate Auto Update 128

18 Yes AutoUpdate Auto Update 128

19 Yes AutoUpdate Auto Update 128

20 Yes AutoUpdate Auto Update 128

21 Yes AutoUpdate Auto Update 128

22 Yes AutoUpdate Auto Update 128

23 Yes AutoUpdate Auto Update 128

24 Yes AutoUpdate Auto Update 128

# show rstp portstate

The current protocol Version is: RSTP

Switch RSTP Port Config Information:

Port Enable State Role Edge P2P Version Port Cost

-------------------------------------------------------------------------

1 Enabled DISCarding DEsignated No Yes Rstp 200000

2 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

3 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

4 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

5 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

6 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

7 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

8 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

9 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

10 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

11 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

12 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

13 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

14 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

15 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

16 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

17 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

18 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

19 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

20 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

21 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

22 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

23 Enabled DISAbled ----------------------------------------------

24 Enabled DISAbled ----------------------------------------------
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SHOW RSTP

The current protocol Version is 現在のスパニングツリープロトコルのバージョン

Status STPドメインの状態。EnabledかDisabled

Force Version Rapid STPの動作モード。NormalRSTPか STPCompatible

Bridge Priority ブリッジプライオリティー

Bridge Hello Time 本機のハロータイム設定値（SET STPコマンドのHELLOTIMEパ

ラメーター。ルートブリッジになったときにこの値が使用される）

と実際のハロータイム（ルートブリッジによって決定された値）

Bridge Forward Delay 本機のフォワードディレイタイム設定値（SET STP コマンドの

FORWARDDELAY パラメーター。ルートブリッジになったとき

にこの値が使用される）と実際のフォワードディレイタイム（ルー

トブリッジによって決定された値）

Bridge Max Age 本機の最大エージタイム設定値（SET STPコマンドのMAXAGE

パラメーター。ルートブリッジになったときにこの値が使用され

る）と実際の最大エージタイム（ルートブリッジによって決定され

た値）

Bridge Identifier ブリッジ識別子。MACアドレスが表示される

Root Bridge ルートのブリッジ識別子

Root Priority ルートのブリッジのプライオリティー

Root Path Cost ルートパスコスト。ルートブリッジまでのパスコスト

表 34:

Port ポート番号

Edge-Port ポートがエッジポートかどうか。YesかNo

Point-to-Point 他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうか。AutoUpdate、

または、Yes/No

Cost ポートパスコスト。Auto Update、または、設定値

Priority ポートプライオリティー

表 35: PORTCONFIGを指定した場合

Port ポート番号

Enable STPの状態。EnabledかDisabled

State ポートの状態。Disabled、Discarding、Learning、Forwardingのいずれか

Role ポートの役割。Alternate、Backup、Designated、Rootのいずれか

Edge エッジポートかどうか。Noか Yes

P2P 他のブリッジとポイントツーポイントで接続されているかどうか。YesかNo

Version Rapid STPの動作モード。Rstpか Stp

Port Cost ポートパスコスト

表 36: PORTSTATEを指定した場合
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例

■RSTPの設定情報を表示する

SHOW RSTP

■ポートの RSTPの設定情報を表示する

SHOW RSTP PORTCONFIG

■ポートの RSTPの状態を表示する

SHOW RSTP PORTSTATE

関連コマンド

DISABLE RSTP（28ページ）

ENABLE RSTP（31ページ）

SET RSTP（45ページ）

SET RSTP PORT（47ページ）
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SHOW STP

SHOW STP

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

SHOW STP

解説

スパニングツリープロトコルの設定情報を表示する。

入力・出力・画面例

# show stp

The current protocol Version is: STP

Switch STP Information:

Status ............................... Enabled

Bridge Priority ...................... 32768 (In multiples of 4096: 8)

Bridge Hello Time .................... 2/2 (Configured/Actual)

Bridge Forward Delay ................. 15/15 (Configured/Actual)

Bridge Max Age ....................... 20/20 (Configured/Actual)

Bridge Identifier .................... 32768/00:30:84:00:02:00

Root Bridge .......................... 32768/00:30:84:00:02:00

Root Path Cost ....................... 0

The current protocol Version is 現在のスパニングツリープロトコルのバージョン

Status STPドメインの状態。EnabledかDisabled

Bridge Identifier ブリッジ識別子。ブリッジプライオリティーとMACアドレスから

なる

Bridge Priority ブリッジプライオリティー

Bridge Hello Time 本機のハロータイム設定値（SET STPコマンドのHELLOTIMEパ

ラメーター。ルートブリッジになったときにこの値が使用される）

と実際のハロータイム（ルートブリッジによって決定された値）

Bridge Forward Delay 本機のフォワードディレイタイム設定値（SET STP コマンドの

FORWARDDELAY パラメーター。ルートブリッジになったとき

にこの値が使用される）と実際のフォワードディレイタイム（ルー

トブリッジによって決定された値）

Bridge Max Age 本機の最大エージタイム設定値（SET STPコマンドのMAXAGE

パラメーター。ルートブリッジになったときにこの値が使用され

る）と実際の最大エージタイム（ルートブリッジによって決定され

た値）
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Bridge Identifier ブリッジ識別子。MACアドレスを表示する

Root Bridge ルートのブリッジ識別子

Root Priority ルートのブリッジのプライオリティー

Root Path Cost ルートパスコスト。ルートブリッジまでのパスコスト

表 37:

例

■スパニングツリープロトコルの設定情報を表示する

SHOW STP

関連コマンド

DISABLE STP（29ページ）

ENABLE STP（32ページ）

SET STP（49ページ）

SHOW STP PORT（65ページ）
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SHOW STP PORT

SHOW STP PORT

カテゴリー：スパニングツリープロトコル / STP

SHOW STP PORT[={port-list|ALL}]

port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン、カンマを使った複数指定も可能）

解説

各ポートの STP情報を表示する。

パラメーター

PORT ポート番号。指定しない場合はすべてのポートが対象となる。

入力・出力・画面例

# show stp port

The current protocol Version is: STP

STP Port Information:

Port State Cost Priority

------------------------------------------------------

1 Forwarding 10 128

2 Disabled ------ 128

3 Disabled ------ 128

4 Disabled ------ 128

5 Disabled ------ 128

6 Disabled ------ 128

7 Disabled ------ 128

8 Disabled ------ 128

9 Disabled ------ 128

10 Disabled ------ 128

11 Disabled ------ 128

12 Disabled ------ 128

13 Disabled ------ 128

14 Disabled ------ 128

15 Disabled ------ 128

16 Disabled ------ 128

17 Disabled ------ 128

18 Disabled ------ 128

19 Disabled ------ 128

20 Disabled ------ 128

21 Disabled ------ 128

22 Disabled ------ 128
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23 Disabled ------ 128

24 Disabled ------ 128

Port ポート番号

State ポートの状態。Disabled、Discarding、Learning、Forwardingのいずれか

Cost ポートパスコスト

Priority ポートプライオリティー

表 38:

例

■各ポートの STP情報を表示する

SHOW STP PORT

関連コマンド

SET STP PORT（51ページ）

SHOW STP（63ページ）
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